
★中学生の複数登録に関するガイドライン 

 

 

令和８年度 大阪市春季総合体育大会 実施要項 

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ ３ 日 

第２回連絡調整会議 

１．期 日 

令和８年 ４月４日(土)～ ６月６日(土) 

 

２．場 所 

           ①プレーオフ 

鶴見緑地球技場 

②予選リーグ  

北地区会場 → 菫中学校、旭東中学校、放出中学校、茨田北中学校、緑中学校 

南地区会場 → 長吉西中学校、大正北中学校、新生野中学校 

 

３．参加資格 

①参加チームは大阪市（府）中学校体育連盟に加盟し、日本ラグビーフットボール協会にチーム

登録をしていること。また選手は日本ラグビーフットボール協会に選手登録をしていること。 

・本年度の登録は、秋季総体までにまでに行うこと。 

・大阪中学校総合体育大会に出場するチームは ５月９日（土） までに登録。（ベスト８） 

 

②参加申込書に記入の上、各所属長の記名、捺印をして、理事へ提出すること。 

・参加申し込み提出締め切り → ４月３日（金） 

・登録する選手が 30 名を超える場合は、参加申込書をコピーして複数枚提出する。 

・登録選手を追加する場合は理事へ連絡後、修正した参加申込書を提出する。 

 

③試合当日は、必ずその日のメンバー表を本部に提出すること。 

・春季総体では、安全面を考慮し一年生の大会参加は認めない。 

 

        ④二重登録している選手は中学校のチームが「主登録」であること。 

             ・中学校が副登録の選手は出場できない。   

 

 

 

⑤大会参加申込に際して、虚偽の内容が判明した場合は、大会の出場は認めない。 

また規律委員会で処分を決定する。 

 

４．競技規則 

試合は 「World Rugby 競技規則」、「U１５ジュニアラグビー競技規則」に準ずる。 

 

 

 

 

 

以下のルールは申し合わせ事項として確認する。 

★World Rugby 競技規則 

 

★U１５ジュニアラグビー競技規則

 

★「危険なプレーについて」解説書 

 



◎第１条 競技場 

・「タッチラインとタッチラインの間を７０ｍ以内とする。」となっているが、中学校会場は７０ｍを 

とれるグラウンドが少ないため、その会場の広さで実施する。 

・安全面を考慮し、競技区域外に余裕を持ったスペースを確保すること。 
 

◎第３条 プレーヤーの人数 

・選手交替(戦術的・負傷)は本部を通じて行う。 (記録係・レフリーに連絡) 

・登録選手の人数は先発選手で１２名、リザーブ選手１０名の２２名以内とする。 

・治療による一時交代は、出血以外の怪我についても認める。ただし、１５分以内に戻れない	

場合は正式交代とする。 

・交替により出場した選手がケガなどで退場した場合で、交替選手がいなくなった場合にのみ、 

戦術的理由で入れ替わった選手が交代選手として再出場してもよい。 

・キックオフの時点で１２名に満たない場合は棄権とする。 

・試合中に負傷退場等で１０名以下になった場合、当該チームは棄権、試合は不成立とする。 

・試合中に負傷退場等で１１人になったチームが勝った場合、試合は成立する。 

・１１名以下（負傷、一時退場含む）になった場合でもスクラムは５名で組むこととする。 

★CDブロック特例 

・キックオフの時点で１０名に満たない場合は棄権とする。（１０名は試合成立） 

・試合中に負傷退場等で９名以下になった場合、当該チームは棄権、試合は不成立とする。 
 

◎第４条 プレーヤーの服装 

・マウスガードの装着を徹底させる。（レフリーが試合前のチェックを必ず行う） 
 

◎第５条 試合時間 

・「予選リーグ」 → ２０分ハーフ、ロスタイムなし  「プレーオフ」 → ２０分ハーフ、ロスタイムあり 
 

５．試合方法 

①予選リーグ 

・大阪市２３チームを各地区新人戦の順位で４ブロックに分け、リーグ戦を行う。（第１節〜第５節） 

・各ブロックの振り分けは下記の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

・リーグ戦の試合順は下記の通りとする。  （番号 → ブロック分け左の番号） 

 

 

 

 

 

 

・予選リーグは勝ち点制とする。  

※別紙 「令和８年度 大阪市春季総合体育大会 予選リーグ 順位決定方法」 参照 

A ブロック B ブロック C ブロック D ブロック 

① 北地区 １位 ① 北地区 ４位 ① 北地区 ７位 ① 北地区 11 位 

② 南地区 １位 ② 南地区 ４位 ② 南地区 ７位 ② 南地区 ９位 

③ 北地区 ２位 ③ 北地区 ５位 ③ 北地区 ８位 ③ 北地区 12 位 

④ 南地区 ２位 ④ 南地区 ５位 ④ 南地区 ８位 ④ 南地区 10 位 

⑤ 北地区 ３位 ⑤ 北地区 ６位 ⑤ 北地区 ９位 ⑤ 北地区 13 位 

⑥ 南地区 ３位 ⑥ 南地区 ６位 ⑥ 北地区 10 位   

 

A・B・C ブロック 

１節 ① vs ⑥ ② vs ④ ③ vs ⑤ 

２節 ① vs ⑤ ② vs ③ ④ vs ⑥ 

３節 ① vs ④ ② vs ⑤ ③ vs ⑥ 

４節 ① vs ③ ④ vs ⑤ ② vs ⑥ 

５節 ① vs ② ③ vs ④ ⑤ vs ⑥ 

 

D ブロック 

１節 ① vs ② ③ vs ④ 

２節 ① vs ⑤ ② vs ③ 

３節 ① vs ③ ④ vs ⑤ 

４節 ② vs ④ ③ vs ⑤ 

５節 ① vs ④ ② vs ⑤ 

 



・大阪中学校総合体育大会に出場するチームは、下記の８チーム（予定）とする 

                     A ブロック   → ６チーム     B ブロック   → 予選リーグ １位、２位チーム  

・CDブロックのチームは、本大会で大阪中学校総合体育大会への出場権を得ることができない。 

②プレーオフ 

・予選リーグで各ブロックの順位が決定後（５月２日）・各ブロックの１位と２位でプレーオフを 

行い、最終順位を決定する。 

・A ブロックは３位と４位で３位決定戦（秋季総体シード決定戦）を行う。 

・同点の場合は下記の順で勝敗を決める 

                 ①トライ数 ②ゴール数  ①②が同数の場合は両校優勝 

６．表彰 

      各ブロックの「優勝」、「準優勝」、「３位」チームに対して表彰する。 

          ・A ブロック表彰      → 大阪市中体連 「賞状」、「メダル」、「ボール」 

          ・B、C、Dブロック表彰 → 大阪市中体連ラグビー専門部「賞状」 

          ・プレーオフに出場したチームは各試合後に表彰する。 

          ・プレーオフに出場しない３位チームには、後日賞状を送付する。 
 

７．単独チームの参加について       

・新人戦前の各地区の会議で決定し、春季総体が終了するまでは同チームで活動する。 

・単独チームの参加条件は下記の通りとする。 

単独チーム → 「１２名以上」のチーム 
 

８．コンバインドチームの参加について 

①目的 

・部員不足のため、公式戦への参加ができないチームに対して、公式戦参加の可能性を開く 
 

②編成 

・新人戦前の各地区の会議で編成し、春季総体が終了するまでは同チームで活動する。 

・学校間の距離や上級生の部員数、安全面に配慮し、各地区で妥当性を検討する。 

・１２名未満、負傷等のリスクや不登校等で十分な人数が揃わないチーム同士で編成する。 

・編成条件は下記の通りとする 

コンバインドチーム → 「１名以上、１５名未満」 のチームで編成 

・3 校以上によるものでもよいが一個人が複数のコンバインドチームに所属することは認めない。 

・地区（南北）をまたぐ編成は認めない。 

・編成後に１５名以上になった場合、春季総体終了後まではコンバインドチームを継続する。 

・編成には各ブロック委員とラグビー専門部の総務委員会の承認を必要とする。 
 

③参加申込書 

・コンバインド用の参加申込書を大阪市中体連理事に提出する。（３．参加資格 参照） 

・コンバインドチーム名（アルファベット）は、各地区の新人戦会議で編成後、市中体連総務 

委員会で協議して割り振る。チーム名は新人戦から春季総体終了まで継続する。 

９．その他 

       ①下記については大阪中体連ラグビー専門部が主催する大会の規定に準ずる。 

・行動規範                                大阪中学校総合体育大会実施要項 

・地域スポーツ団体、拠点校方式によるチームの参加  

・大会参加の留意点 



令和８年度 ⼤阪市春季総合体育⼤会 予選リーグ 順位決定⽅法 

 
１．勝ち点 

 勝ち：４点 分け：２ 負け：０   → 勝ち点の多い順に順位決定を⾏う 
 
２．ボーナス点 

⑴ 敗れても 7 点差以内であれば、勝ち点１を追加。 
⑵ ３トライ差以上での勝利であれば、勝ち点１を追加。 
⑶ 全勝であれば、勝ち点２を追加。 

 
３．試合が中⽌となった場合 

⑴ 双⽅のチームの責に帰すべき事由によらない不可抗⼒により試合中⽌になった 
場合、双⽅のチームに勝ち点２点を付与する。 
得点は 0−0（０T０G）として扱う。 

⑵ ⼀⽅のチームの責に帰すべき事由により、試合中⽌になった場合、その帰責性の 
あるチームに勝ち点は付与されず、対戦チームに５点を付与する。 
得点は 21−0（3T3G）として扱う。 

⑶ 双⽅のチームの責に帰すべき事由により、試合中⽌になった場合、双⽅の 
チームに勝ち点は付与されない。 
得点は 0−0（0T0G）として扱う。 
 

チームの責に帰すべき事由 
 

⑴ チームの責に帰すべき事由とは、試合登録⼈数を満たせなかった場合 
（インフルエンザなどの感染症の影響を含む）を⽰す。 

⑵ 修学旅⾏等、学校⾏事等で試合に参加できない場合は、チームの責に帰すべき 
事由に該当しない。（⼤阪中学校総合体育⼤会の規定に準じて⽇程変更を⾏う） 

⑶ 双⽅のチームの責に帰すべき事由によらない不可抗⼒とは、悪天候・地震等の 
天災地変、公的機関からの中⽌勧告、公共交通機関不通等を⽰す。 

 
４．試合⽇程の変更及び再試合について 
      ⼤阪中学校総合体育⼤会の規定に準ずる 
 
５．２チームの勝ち点が並んだ場合 

① 当該チーム同⼠の勝敗 
② 当該チームの得失点差 
③ 当該チームのトライ数 
④ 抽選 

 
６．３チーム以上の勝ち点が並んだ場合 

① 当該チーム間の勝ち点の合計 
② ①において、当該チームの内、２チームの勝ち点が並んだ場合は、 

前項【２チームの勝ち点が並んだ場合】によって決定する 


